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    学位論文題名

Manipulation of ovarian maturation and spawning

  of the Asian sea bassZーates calcarシをァBlOChby

luteiniZinghormone‐releaSlnghormoneanalogue．

（黄体形成ホルモン放出ホルモンアナログによる

    アジアsea bassの成熟と産卵の制御）

学位論文内容の要旨

アジアsea bass工ates calcariferは東南アジア、/ヾ プァニューギニアや北オー

ストラリアにおいて食用として利用されると共に、スポーツフイッシング対象

魚としても利用されており、非常に需要が高い魚種である。しかし、その養殖

用種苗は天然稚魚に依存している。そのため、本種の種苗の安定供給が急務と

されており、人工種苗生産技術の確立が待ち望まれている。そこで本研究は、

本種の効率の良い最終成熟および産卵誘導法を開発することを目的とし、黄体

形成ホルモン放出ホ丿レモンアナログ(LHRHa)を用いたホ彫モン投与法および

ホルモン処理を行う最適な時期の検討を行った。

まず、ホルモン投与するにあたって、必要不可欠と思われる試験魚の飼育管

理方法およびホルモンの取扱について検討を行った。最初に、各実験魚の鰓蓋

に個体識別できるように標識を打ち込み、標識の欠落および生存率を調べた。

その結果、標識の欠落およぴ実験魚の死亡は認められなかった。次に、実験魚

の卵巣の発達度合を把握しておく必要があるため、カニュレーションによる生

検法の検討を行った。その結果、この方法で採取した卵巣を5％ホルマリン液



にて固定後1時間以内に卵径の測定を行えば、簡便で多数の検体を処理できる

と判明した。最後に、ホルモンの取扱について検討を行った。溶解したLHRHa

は冷却状態で90日間、室温保存下で30日間、さらにベレットにした状態で

室温保存した場合で120日間、ホルモンの生物活性を損なうこと無く保存で

きることが判明した。

次に、本種の産卵と月齢周期の関係およびLHRHa処理の産卵に及ぼす影響

を調べた。本種の天然での産卵は6月から10月にかけて半月時の夜間、引潮

時に行われていることが明らかになった。卵巣内の最大卵群のステージは半月

時には卵黄形成終了の状態にあり、新月および満月時では卵黄形成期であった。

さらに、卵黄形成を終了した卵を持つ親魚にLHRHaを投与した場合、天然条

件下で観察されたような月齢と同調した産卵周期は示さず、月齢に関係無く産

卵を誘起することができた。しかし、天然条件下およびホ彫モン処理したいず

れ の 場 合 に お い て も 、 産 卵 は 夕 刻 の 引 潮 時 に 観 察 さ れ た 。

  次に、ホルモン投与を行う際の投与量の検討を行った。様々なホルモン量（1，

5，10，50，100 yg/kg体重）を投与した結果、10 pLg/kg体重以下の低濃度処理

では有意な効果は認められなかったが、50 yg/kg体重以上の高濃度処理では高

い産卵誘発効果を有した。さらに、いずれのホルモン処理濃度においても、得

られた卵は生存能カのある健全卵であった。

  また、卵巣の発達段階が異なる親魚を用いて、ホルモン処理を行う最適な時

期の検討を行った。その結果、最大卵群の卵径が0.30-0.39 mmである未熟な

卵母細胞を持つ親魚にホルモン処理を行っても産卵は誘起されなかったが、

0.40-0.49 mmに達し、卵黄形成を終了した卵母細胞を持つ親魚ではホルモン投

与による産卵が惹き起こされた。一方、0.50-0.55mmの卵母細胞を持つ親魚で

    - 187－



は、ホルモン処理の有無に関係無く産卵が観察された。また、午前11時およ

び午後5時の昼間にホルモン処理を行った場合、産卵は夜明け前後の時間帯に

観察されたが、午後11時および午前5時の夜間にホルモン処理を行った場合、

産卵は昼間に認められた。産卵数は昼間にホルモン処理を行った方が夜間に処

理を行った場合に比ペ多かった。

次に、ベレット状にしたLHRHaを生体内に移植し、長期間にわたるホルモ

ン処理の検討を行った。その結果、低濃度(4.75-75 l_tg/kg体重）処理の場合、

処理濃度に依存して産卵率が増大したが、高濃度（150-300 yg/kg体重）処理

では有意に産卵率が低下した。また、300 Lx9/k9体重の高濃度で処理した場合

受精率も低値を示したが、その他の処理濃度では受精率および孵化率に統計学

的差異は認められなかった。さらに、ホルモン処理した全ての群での産卵数は

殆ど同じであったが、最初に行われた産卵の産卵数が最も多くその後減少する

傾向が認められた。これらのことから、長期間にわたるホ彫モン処理は産卵数

および卵質に影響を及ぼすと推察された。

  最後に、LHRHaと合成アンドロジェン（17a-methyltestosterone, MT)の連続

投与およぴ複合投与により、本種の人工種苗生産を定期的に行うことができる

か否か検討した。ホルモン処理は、ベレット状にした各ホJレモンを低濃度（100

LLg/kg体重）で1カ月おきに移植するか、高濃度（200 Lxg/kg体重）で45目

間隔で移植することにより行った。高濃度のホルモン処理においては、3月に

1回LHRHaを単独投与した群およびMTとの複合投与群で通常の産卵期前

の4月に産卵を誘起することができた。一方、低濃度処理では、3回のLHRHa

単独投与およぴMTとの複合投与を行うことによって、5月に産卵を誘起する

ことができた。また、雄においては、2回の低濃度MTの連続投与により4月
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に成熟が誘起され、3回の連続投与では全てのホルモン処理群で5月に成熟が

誘起されることが判明した。このことから、LHRHaおよびMTベレットを用

いたホルモン処理は、本種の早期成熟に効果的であることが示された。

以上の結果より、まず、本種の産卵リズムが月齢周期および潮の干満に同調

していることが示された。次に、卵成熟および産卵を誘起するためのホルモン

処理を行う最適な時期が示されると共に簡便かつ効果的なホルモン処理方法が

示された。また、本研究により確立されたホルモン処理方法により、本種の早

期成熟が可能となった。本成果はフイリピンにおける本種の増養殖に大きく貢

献すると期待される。
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    学位論文題名

ManipuladonofOVarianmaturationandSpaWning

  OftheASianSeabaSS工口彪SCロZC口ゲzンをダBlOChby
1uteiniZinghorn10ne‐releaSinghorn10neanalogue．

（黄体こ形成ホルモン放出ホルモンアナログによる

  ア ジ ア sea bassの 成 熟 と 産 卵 の 制 御 ）

  アジアsea bass (Lates calcarifer）はフイリピンを含む東南アジアや北オ
ーストラリアにおいて食用として利用されるなど、非常に需要が高い魚種
である。しかし、その養殖用種苗は天然稚魚に依存している。そのため、
本種の種苗の安定供給が急務とされており、人工種苗生産技術の確立が待
ち望まれている。
  本研究では、アジアsea bassを用いて本種の効率の良い最終成熟および
産卵誘導法を開発することを目的とし、黄体形成ホルモン放出ホルモンア
ナログ(LHRHa)を用いたホルモン投与法およびホルモン処理を行う最適な
時期の検討を行い、以下の興味ある結果を得た。
  まず、本種の産卵と月齢周期の関係およびLHRHa処理の産卵に及ぼす
影響を調べた。その結果、本種の天然での産卵は6月から10月にかけて
半月時の夜間、引き潮時に行われることが明らかになった。また、卵黄形
成を終了した卵を持つ親魚にLHRHaを投与した場合では、月齢に関係無
く産卵を誘起することができた。さらに、天然条件下およびホルモン処理
したいずれの場合においても、産卵は夕刻の引き潮時に行われることが判
明した。
  次に、ホルモン投与を行う際の投与量の検討を行った。様々なホルモン
量を投与した結果、低濃度では有意な効果は認められなかったが、高濃度
処理で高い産卵誘発効果が見られた。また、得られた卵は生存能カのある
健全卵であった。



  また、卵巣の発達段階が異なる親魚を用いて、ホルモン処理を行う最適
な時期の検討を行った。その結果、未熟な卵母細胞を持つ親魚にホルモン
処理を行っても産卵は誘起されなかったが、卵黄形成を終了した卵を持つ
親魚にホルモン処理した場合に、高い産卵誘発効果が認められた。
  また、ホルモン処理の時間帯を昼間と夜間に行い産卵行動を比較観察し
たところ、昼間にホルモン処理を行った場合、産卵は夜明け前後の時間帯
に観察され、夜間にホルモン処理を行うと産卵は昼間に認められた。この
際、産卵数は昼間にホルモン処理を行った方が夜間に行った場合に比ベ多
くなることが判った。
  次に、ベレット状にしたLHRHaを様々な濃度で生体内に移植し、長期
間にわたるホルモン処理の検討を行った。その結果、低濃度で長期間処理
した際に産卵誘発効果が認められると共に、受精率および孵化率も高かっ
た。しかし、高濃度での長期処理は産卵率および受精率の低下を引き起こ
した。これらのことから、高濃度での長期間にわたるホルモン処理は産卵
数および卵質に悪影響を及ぽすことが判明した。
  最後に、LHRHa  と合成アンドロジェンの連続投与および複合投与によ
り、本種の人工種苗生産を定期的に行うことができるか否かを検討した。
その結果、LHRHa  と合成アンドロジェンとの複合投与により、雌雄とも
に天然条件下で見られる産卵時期より早期に成熟が誘起された。このこと
から、本投与方法が本種の早期成熟に効果的であることが示された。
  上述のように、本研究では、アジアsea bassの産卵リズムが月齢周期お
よぴ潮の干満に同調していることを見い出し、卵成熟および産卵を誘発す
るためのホルモン処理を行う最適な時期が示されると共に簡便かつ効果的
なホルモン処理方法が示された。これらの結果は、魚類の成熟および産卵
を人為的に統御するための極めて重要を知見を提供したものとして高〈評
価され、審査員一同は、本研究の申請者が博士（水産学）の学位を授与さ
れる十分な資格を有すると判定した。


